
歴史文化基本構想

保存活用のための取り組み

淡路市【兵庫県】

■策定年月：平成27年３月■人口：44,646人■面積：184㎢
■担当課：淡路市教育委員会（平成30年3月現在）

淡路市の各地域に受け継がれる豊かな歴史や文化を次の世代に伝え、住み良い生活環境づくりや活力ある
まちづくりに活かしていくための「道しるべ」となる構想である。淡路市では、この構想に基づいて、市
民の皆さまやまちづくりに取り組んでいる団体、専門家の方々、国や兵庫県などと一緒となって、歴史や
文化を活かして様々な取り組みを展開していく

記紀と国生み神話、海運と軍略の要衝、
御食国とものづくり、祈りと信仰、大地の胎動と防災

・歴史文化の価値の共有がなされていない
・保存の仕組みや人材育成が十分でない
・活用が限定的で情報発信が十分でない
・保存活用主体間の連携がなされていない

・歴史文化を活かしたまちづくりのための基
盤をつくる

・歴史文化の価値を守り、伝える
・歴史文化の魅力を地域活力の向上に活かす

淡路島日本遺産

淡路市西海岸は万葉集をはじめとして永く詩歌の
舞台となってきた地域で、現在、市内には万葉の
時代の和歌の外にも多くの歌碑が建てられかつて
の淡路島の自然や人びとの営みが伝えられてきた。
この地域資源を活用し、地域の活性化及び自立を
目指す取り組みを展開している。

和歌の路整備事業

五斗長垣内遺跡の保存と活用 淡路市国生み研究プロジェクト

淡路島の弥生時代から続く海の民としての歴史ス
トーリー「古事記の冒頭を飾る国生み
の島・淡路～古代国家を支えた海人の
営み～」が日本遺産に認定され、洲本
市・南あわじ市・県、市民団体ととも
にフェスティバルなどの普及啓発事業
や観光ボランティア育成事業を実施し
ている。

弥生時代の淡路島の歴史を北淡路の丘陵部に急増
する弥生時代後期の遺跡群の調査を通して究明す
るもので、平成27年から舟木遺跡重点調査として
シンポジウムを開催。平成28年度からは第Ⅰ期埋
蔵文化財発掘調査を実施している。

弥生後期の鉄器生産遺跡において、地域住民と市
教委の共同作業による竪穴建物整備や、大学機関
とも連携し鍛冶実験を実施し、専門家の指導のも
と弥生の森復元プロジェクトを開催。歴史学習や
地域産業・地理学習の場として小中学校の児童の
受入も行っている。



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

淡路市には、海に囲まれた陸（島）とい
う環境のもとに、他地域とのかかわりの
なかで築き上げられてきた「島国」固有
の歴史文化が受け継がれています。七つ
のテーマが相互に関係し合うなかで、
「海」と「陸」とをつなぎあわせること
によって成り立つ『海と陸（おか）をつ
むぐ営みの歴史文化』であるといえます。

❶「記紀」と国生み神話
❷海運と軍略の要衝
❸景勝地への来訪
❹御食国
❺ものづくり
❻祈りと信仰
❼大地の胎動と防災

歴史文化基本構想に基づ
き、指定文化財だけでな
く、未指定の文化財も関
連文化財群として捉え、
保存活用を推進していく
ことで、地域住民が将来
世代に受け継いでいきた
いと思う歴史文化遺産を
対象に事業を進めていく
ことが出来る。それによ
り地域住民の保存・活用
に対する意識の向上を図
ることができる。
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歴史文化基本構想では、
淡路島全体の歴史文化の
活用を市域を越えて展開
することで、より広域的
な視点から淡路島の歴史
文化を捉え、歴史文化遺
産の適切な保存や、活用
に向けた取り組みの充実
が図れるとしている。そ
の取り組みの１つのとし
て淡路島の日本遺産ス
トーリーを通して歴史文
化の活用を行っている。
る。

地域の歴史文化遺産の保
存・活用を地域住民と協
働して行うことで、固有
の歴史文化に磨きをかけ
多様な魅力を発見するこ
とが出来る。そして、ま
ちづくりや観光等の分野
と連携を図り、歴史文化
遺産を地域づくり・まち
づくりに活かす「仕組
み」づくりへ展開させる
ことで、次世代への継承
が促される。
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